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＜タイトル＞

ジャガイモの重大害虫シストセンチュウのふ化を促進する物質の化学合成に

成功 －環境に調和する効果的な駆除法実現に期待－

＜当該研究成果のポイント＞

（国）北海道大学は、ジャガイモに深刻な被害を与える害虫であるシスト

センチュウのふ化を促進する物質ソラノエクレピンＡの化学合成に世界で初

めて成功し、（独）農業・食品産業技術総合研究機構 北海道農業研究セン

ターとの共同研究により、この合成品が強力なふ化活性を示すことを証明し

た。

＜期待される効果・今後の展開など＞

ジャガイモシストセンチュウは、ジャガイモの根に寄生して収穫を激減さ

せる微小生物であり、北海道だけでなく世界中のジャガイモ生産に重大な脅

威を与えている。ジャガイモが栽培されていない畑にソラノエクレピンＡを

散布し、ジャガイモシストセンチュウの卵を強制的にふ化させることができ

れば、その幼生はジャガイモ以外からは栄養がとれないため餓死する。今回、

ふ化促進物質の化学合成に成功したことで、他の生物には影響を与えない環

境調和型のシストセンチュウ駆除法が実現できるものと期待される。

今後は，ソラノエクレピンＡの構造を部分的に簡略化した化合物群を合成

し、シストセンチュウのふ化促進活性を明らかにすることで、ソラノエクレ

ピンＡよりも低コストで大量に供給できる代替品の開発を推進する予定であ

る。
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センチュウの卵が詰まったシスト      シストセンチュウ被害を受けた 
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ソラノエクレピンＡの化学構造式 

 

ソラノエクレピンＡは、３～７員環（３～７個の炭素原子が集合して作る輪）を含む

特異な構造を有する。市販の化合物から出発し、合計５２回の合成反応を行なってソラ

ノエクレピンＡの全合成（生物の力を借りず全ての反応を人工的に行なう合成）に成功

した。合成されたソラノエクレピンＡは１０－９ｇ/ｍｌという低濃度で顕著なふ化促進

活性を示す。 


